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大 正 元 年 9 刀 1 8 日
詔 和 1 0 年 3 月 3 1 B
昭 和 1 0 年 4 月 1 5 日
昭 和 1 1 年 3 月 3 1 日
昭 和 1 4 年 5 月 3 1 日
昭 和 1 5 年 5 月 3 1 日
昭 和 1 7 年 3  耳 3 1 日
昭 和 2 0 午 6 月 3 0 日
詔 和 2 1 年 1 1 月 4 日
昭 和 2 5 年 4 月 1 日
昭 和 3 0 年 4 月 4 日
昭 和 3 1 午 4  打  1 日
昭 和 3 4 年 4 月 1 日
昭 和 4 8 年 4 月 2 2 日
昭 和 5 0 年 6 月 2 日
北 住 敏 夫 教 授 略 歴
三 重 県 沖 市 に 生 れ る
東 北 帝 国 大 学 法 女 学 部 国 文 学 科 卒 業
束 北 帝 国 大 学 副 乎 法 交 学 部 勤 務
瑞 手 ホ 学 杖 教 諭
東 北 帝 国 大 学 事 務 嘱 託 附 属 図 書 館 勤 務
東 北 帝 国 大 学 俳 記 附 属 図 書 館 動 務
乘 北 帝 同 大 学 助 手 兼 司 書 附 属 図 書 館 勤 務
東 北 帝 国 大 学 司 杏 附 属 図 書 館 勤 務
宮 城 県 女 子 専 門 学 校 敦 授
東 北 大 学 助 敦 援 第 一 教 養 部 務 務 繁 職 文 学 部 講 師
東 北 大 学 よ り 文 学 博 士 の 学 位 を 受 け る
東 北 大 学 文 学 部 に 配 羅 換 国 女 学 講 座 担 任
東 北 大 学 教 授
イ シ ド ネ ジ ブ 大 学 客 員 教 授 ( 向 う 1 箇 年 問 )
腰 和 5 0 年 度 日 本 学 士 院 賞 を 受 け る
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ?
? ? ? ?
? ? ? 、 ? ? ?
発行年月
昭和
15年10月
17年H月
19年8月
23年12月
25年1月
28年3月
34年4月
35年10打
38年8月
40年12月
42年11月
心年2見
46年3月
46年4月
46年9月
蛤年12月
49年2月
著書・編書
著
万葉の世界(教養文月り
万葉の諸相
日本文芸の理論(日本艾芸学叢刊第2巻)
日木交芸学(朝日新講座)
万葉の世界増補版
写生説の研究
写生派歌人の研究
日本の文芸意識(国語国文学研究叢書6)
長塚節(近代短歌・人と作品)
近代日本の文芸理論(塙選書46)
和歌の世界〔扇畑忠雄・崇岸義秋と共編〕
写生説の研究増訂版
長塚節歌集(旺女社文庫)〔f肋
近代日本女芸〔菅野洋一と共編〕
古代和歌の諸相
写生俳句及び写生女の研究
写生派歌人の研究増訂版
作
標
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弘文
小山
朝日新聞社
店川
店川
文館
桜楓社
桜楓社
場 書 房
店
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発表年月
昭和
Ⅱ年2月
1=丁」
"嚇肱喝"討)標
万葉風の中世化と現代化
'一特に赤人的系チⅢこっいて一UX5)
短歌写生説の内在的批評③
文
Ⅱ年5月 化(3の5)
堂書房
楓
弘文堂書房
書院
(巻号)
(発行所)
化(3の2)
社
明治
明治
女
明治
?
?
?
?????
???
??
?
????
?????????????
???
???
2n 年 1 0 月 赤 彦 の 万 菜 観 ②
1 1 年 1 2 月 文 芸 と 世 界 観
1 2 年 7 月
1 2 4 F 9 月
1 2 年 1 1 月
万 葉 風 の 世 界 観 的 基 礎
斎 藤 茂 吉 氏 の 人 麿 観 ②
女 芸 の 木 質 に つ い て
1 3 年 4 月 国 見 の 歌 に つ い て ②
1 3 年 9 月 伊 藤 左 千 夫 一 第 一 部 歌 論 ・ 气 7 ) ⑰
1 3 年 1 0 月 万 菜 集 に 船 け る 死 の 問 題 ・ 一 挽 歌 論 一 < 2 )
島 木 赤 彦 と 斎 藤 茂 吉 氏 と の 万 葉 観 一 『 万 葉 集 の 鑑 賞U 午 4 刀
及 び 冥 批 詐 j と i 万 菓 秀 歌 i に っ い て ー ( の 皿
1 4 年 6 ・ 7 月 伊 藤 左 千 夫 論 一 第 二 部 歌 風 ・ イ フ ) ⑰
女
1 4 年 9 打
1 4 年 1 0 月
ア ラ ラ ギ ( 2 9 の 1 0 )
1 5 年 1 月
1 5 年 3 月
1 5 年 1 1 月
長 塚 節 の 『 士 』 に つ い て
子 規 の 歌 論 に お け る 写 生 の 特 質
子 規 の 女 学 論
初 期 万 葉 の 世 界
万 葉 集 に お け る 物 と 心
< 一 二 辱 に 巻 十 の 歌 に っ い て ー イ 2 ) ⑤
『 万 葉 考 』 に 見 え る 真 淵 の 万 葉 観 ②
万 葉 の 美 に つ い て
正 岡 子 規 論 一 子 規 に お け る 万 葉 風 一
万 葉 後 期 の 三 様 相 ② ⑤
伊 藤 左 千 夫 論 一 第 三 部 伝 統 ・ イ フ ) ⑰
万 葉 集 に お け る 「 に ほ ひ 」 の 美 ② ⑤
東 北 大 学 国 交 学 会
誌 ( 8 )
学 ( 5 の 7 )
文
化 ( 4 の 9 )
化 ( 9  の 1 0 )
文
東 北 大 学 国 文 学 会
誌  a D
会
岩 手 教 育
学 ( 6 の 9 )
文
化 ( 5  の 1 0 )
1 5 年 1 2 月
1 6 年 1  児
1 6 年 4  ナ 1
1 6 年 8 月
1 6 年 8 月
化
女
交
1 6 年 1 0 打
1 6 年 1 2 河 人 麿 の 国 家 的 感 怖 ②
文 学 ( 7 の 6
化 ( 6 の 4 )
1 7 年 5 月 女 芸 学 に 於 け る 世 界 観 と 美 の 問 題 ③
不 来 方 ( 2  の 4 )
(  7  の 1 0 )
女 芸 女 化 ( 3 の D
成 ( 4 )
化 ( 7  の 1 1 )
1 7 年 5 月
交
1 7 年 1 0 月 独 逸 文 芸 学 の 輸 入 と 日 本 女 芸 学
フ )
「 ま こ と 」
女
『 万 葉 集 』 と 「 ま こ と 」 ⑦
文 芸 文 化 ( 4  の  1 )
化 ( 7  の 1 2 )
日 木 短 歌  a 0 の 4 )
化 ( 8  の  8 )
学 ( 9 の 8 )
学 四 の 1 0 )
文
国
き 豆
U 口 女
学  a 0 の  5 )
化
? ?
? ?
? ?
? ?
? ? ?
17年12見
18年1月
18年2月
「明暗」論
18年5月
万葉時代の文芸意識③
白鳳の美について(5)
IS年6月
18年7月
181f7月
文献学的国交学と日本交芸学③
柿本人麿と薬師寺諸像⑤
短歌写生説における直観性の問題③
正岡子規論一第一部,写生説(上)ー
万菜の語感
正岡子規論一第一部,写生説(下)ー
言霊について
国学と交芸一雅澄の説についてー
奈良時代の批評意識⑧
日木文芸学の新意義
女芸鑑賞の道
日本女芸学と比較文芸
18年8月
18年9月
18午Ⅱ月
19年2月
19竿5月
21年2月
21年4月
21年.6月
学(10の12)
21年7月
21年Ⅱ児
化 a0の 1)
潮(40の 2)
化 a0の 5)
潮(40の 6)
3
22年月
22年月
至境への道
長塚節の美術鑑賞
万菜的νアリズムと現代短歌の展開
現代短歌史の課題
ー「歌よみに与'、
子規の批評粘神
日本女芸学の立場と方向④
22年9月
化 a0の7)
学(Ⅱの7)
日
22年10月
本語(3の8)
22年12月
23年6月
学(Ⅱの9)
潮(40の11)
界(Uの2)
化(11の 5)
a4の 2)学
解釈と鑑賞(Ⅱの4)
学(14のの
23年月
23年10月
24年6月
長塚節の r士」について
碧梧桐の写生論
る書」の語りかけるものー
写生説の展開
古代文芸に於ける死の恋劇
茂吉写生説の一問題
写生主義の文芸思潮⑥⑫24年7月
短歌研究(3 の9)
短歌研究(4の 1)
苑(4の2)ユ式
山aの1)
^
草 a5の9)殉
解釈と鑑賞 a2の10)
束北文学(2 の12)
草 a6の 6)駒
駒草 a6の8 ・ 9)
解釈と鑑賞 a3の10)
山(4の6)群
交芸研究 a)
???????
?
?????
??
42 5 年 3 月
2 5 年 4 月
2 6 年 1 月
斎 藤 茂 吉 の 声 調 論 ⑦ ⑰
写 生 主 義 の 行 方
「 う つ し 身 」 の 杼 情 一 斎 藤 茂 吉 序 説 一 ( フ ) ⑰
2 6 年 3 月 短 歌 に お け る 「 写 生 」
2 6 年 3 月
2 6 年 3 月
2 6 午 6 月
長 塚 節 論 一 第 一 ・ 部
短 歌 に 船 け る 流 動 美
2 6 年 1 0 月
交 芸 学 と 文 芸 史
2 7 年 7 月
2 7 年 7 月
2 7 年 9 月
交 芸 学 の 課 題
長 塚 節 論 一 第 二 部
虚 子 と 茂 吉 ⑦ ⑰
山 部 赤 人 ⑮
道 程 一 ⑦ ⑰
2 7 年 1 0 月
2 8 年 1 月
解 釈 と 鑑 賞 ( 1 5 の  3 )
短 歌 研 究 ( 3 5 の 4 )
2 8 年 4  打
赤 彦 と 茂 吉
明 治 の 交 芸 評 論 に お け る 理 想 主 義 的 潮 流 ⑧
万 葉 集 に お け る 心 佶 表 現 の 特 性
「 心 に 乗 る 」 「 乗 り に し 心 」 と い ふ い ひ 方 に つ
い て ・ 屯 句
日 本 派 の 俳 句
明 治 女 化 史 第 7 巻 女 芸 編
第 3 章 第 3 節 俳 句 の 革 新 と そ の 進 展
第 5 章 第 2 節 交 芸 論 の 発 展
茂 吉 と 赤 彦 ⑦ ⑰
子 規 の 交 芸 理 論 一 写 生 説 を 中 心 と し て → 8 )
自 然 歌 に つ い て
明 治 時 代 の 美 学 と 女 芸 評 論 と の 関 係 ⑧
魚 住 折 芦 の 評 論 一 自 然 主 義 論 を 中 心 と し て 一 ⑧
茂 吉 の 写 生 概 念 一 東 洋 画 論 と の 関 係 气 7 ) ⑰
長 塚 節 論 一 第 二 部 歌 嶢 ( 下 ) 一 ⑦ ⑰
乙 字 の 写 意 説
歌 境 ( 上 ) 一 ⑦ ⑰
2 8 年 1 0 月
2 8 年 1 2 月
化  a 5 の 3 )
短 歌 研 究 ( 8 の 2 )
歌 a の 3 )
学 ( 2 2 の  4 )
解 釈 と 鑑 賞  a 9 の 4 )
学 ( 5 の 2 )
美
女 芸 研 究  a の
歌 ( 2 の 3 )
化 ( 1 9 の  4 )
節 ( 9 の 8 )
2 9 年 3 月
2 9 年 4 月
2 9 年 4 月
2 9 年 1 0 月
文 芸 研 究 ( フ )
化  a 6 の 4 )
女
俳
3 0 年 2 月
3 0 年 3 月
3 0 年 7 月
3 0 年 8 月
集 講 座 4
モ
万
( 創 元
社 )
あ す な ろ ( 7 の 4 )
化  a 7 の  1 )
句 a の 2 )
の 方 法 の
風 書
葉 ( フ )
ら ぎ ( 2 5 の 1 0 )
カ 、 つ
( 洋 々 社 )
??
?
??
?
?
?
? ?? ?
??
?? ?
? ??
? ?
? ? ?
? ??
? ?
? ?
30年Ⅱ月
31年1月
日本女芸における束北
く昭和35年7月,宝交館刊『日本山岳風士記5』
に再録>
国交学の伝統についての反省一文芸学の立場からー
飢年2月女芸学の領域と方法⑧
31年3月
31年6月
31年9月
31年10月
31年12月
再び茂吉の写生概念について
島木赤彦論一初期の歌について一⑦⑰
万葉集における叙景歌
茂吉と哲学(覚え書)
正岡子規ii制7)⑰
32年3月
32年6月
島木赤彦論
-f馬鈴薯の花』
茂吉と文明⑦⑰
古今集と万葉集の比校⑮
茂吉と美学(覚え書)
有馬皇子⑮
日本における文芸意識の主潮流
一古代から中世ヘ一⑧
歴史社会学の功罪と限界
32年7月
32年8月
33年1月
日本文化風士記束北続
q可出書房)
国語と国文学(33の 1)
33年3月
日本
q可
5
33年12月
と『切火』についてー(フ)⑰
文学講
書出
歌(3の3)短
国学院雑誌(57の 3)
国文学(1の3)
茂吉馴究(1)
国語と国交学(36のⅡ)
34年3月
国女学(5の5)
解釈と鑑賞(25のの
島田教授古稀記念論集
(関西大学国文学会)
34年6月
34年9月
浄瑠噛・歌俳伎における
意識⑧
虚子の写生説について⑫
明治大正の俳論⑧
34年10月写生文の文体
北大学交学部
究年報(フ)
文芸訊究(25)
34年Ⅱ月
35年4月
35年5月
35年6月
短歌研究 a4の田
国女学(2 の7)
茂吉研究(2)
"謀み」と「勧善懲悪」の
古代女芸における杼情の展開
ジャソノレ
国文学(3の1)
謡曲を通して見た中世の和歌意識⑧
美
解釈と鑑賞(23の12)
学(8の4)
交
『現代日木交学大系
らぎ(31の 6)かつ
化(23の 1)
俳句講座 V
(明治 書 院)
国文学(4の12)
、??
??
???
?? ????、???
??
??、
??「?』
63 6 年 2 月 島 木 赤 彦  C 宮 川 康 雄 と 共 同 赦 筆 )
3 6 年 2 月 碧 梧 桐 の 俳 論
3 6 年 3 打 激 石 と 写 生 交 ( 上 ) ⑯
3 6 年 6 月 和 歌 の 杼 情 性 ⑮
3 6 年 Ⅱ 月 万 葉 集 に お け る 象 御 句
3 7 年 2 月 激 石 と 写 生 文 ( 下 ) ⑯
3 7 年 9 刀 子 規 の 絵 画 観 と 写 生 説 ⑫
3 8 年 6 月 虚 子 と 碧 梧 桐 一 明 治 三 十 年 代 の 前 半 捌 に お け る 一 ⑯
3 8 年 1 0 月 瓢 ヰ バ 桐 と 虚 子 の 俳 句 活 動
一 子 規 残 後 か ら 明 治 末 年 ま で 一 ⑯
3 8 午 Ⅱ 打 名 所 歌 の 一 考 察 一 東 北 地 方 の 歌 枕 に つ い て ・ → ) 励
3 9 年 3 月 東 北 地 方 に お け る 歌 枕 の 成 立 ⑮
4 0 年 4 月 茂 吉 の 艾 芸 理 論 一 写 生 説 の 美 学 的 基 礎 一 ⑫
4 0 年 9 月 短 歌 に お け る 写 生 説 の 変 遷
4 1 年 5 月 碧 誓 桐 と 虚 子 一 子 規 と の 接 触 の 経 緯 を め ぐ つ て ー
日 本 歌 人 訥 座  7
( 弘 文 堂 )
俳 句 研 究 ( 1 8 の 2 )
化 ( 2 5 の  D
4 2 年 1 月
4 2 年 1 0 河
4 2 年 Ⅱ 月
近 代 俳 句 史 と 近 代 短 歌 史
文 学 ( 6  の 1 3 )
化 ( 2 5 の  4 )
句 ( Ⅱ の 9 )
か つ ら ぎ ( 3 5 の  6 )
女 芸 学 の 方 法
和 歌 と 俳 句
4 3 午 3 月
俳
4 3 年 Ⅱ 刀 上 代 の 叙 呆 歌 0 句
日 本 派 の 俳 句 ( 上 ) ⑯
4 3 年 1 2 月
" 年 7 月
文
国 語 と 国 文 学 ( 卯 の Ⅱ )
化 ( 2 7 の  3 )
虚 子 と 元 禄 ・ 天 明 の 俳 諧 ⑯
歌 論 史 近 代
" 年 7 打
交 芸 研 究 ( 4 の
( 3 0 の  4  )
句  a 4 の 9 )
句 ( 1 5 の  5  )
4 4 年 9 月
解 釈 と 鑑 賞
俳
古 代 和 歌 に お け る 見 立 て の 技 法 ⑮
「 冴 え 」 に つ い て 一 ⑰
節 の 歌 の 魅 力
4 5 年 8 月 日 本 派 の 俳 句 ( 下 ) ⑯
俳
解 釈 と 鑑 賞 ( 3 2 の  1 )
国 文 学  a 2 の 1 3 )
和 歌 の 世 界
( 桜 楓 社 )
化 ( 3 3 の  1 )
東 北 大 学 女 学 部
研 究 年 蛾  a 8 )
文 芸 研 究 ( 6 の
和
( 桜
女
長 塚 節 の 人 間 と 芸 術
( 教 育 出 版 セ ソ タ ー )
束 北 大 学 女 学 部
研 究 年 般 ( 2 の
??
?
?
? ?
?
?
? ??
? ?
? ?
?
? ?
?
?
?
?
?
? ?
? ?
46年9月節と茂吉一芭蕉俳諧との関係について一⑰
46年12月赤彦歌風の展開⑰
47年7打虚子俳句のレトリック⑯
47年9月
47年12月
娼年1月節と赤彦との写生説⑰
阿波野青畝の写生観
昭和時代の虚子⑯
蛤年2月大正時代の虚子⑯
発表年月
Ⅲ 書評・解説等
昭和
12午5 打
12年7月
論集長塚節 1
C段育出版セソター)
釈 a7の12)
「神代より吉野の宮にーー」の耿
(「山部赤人全短歌の批評」のうち)
左千夫・節・赤彦・茂吉の作風
万葉三水会編『万葉集研究年帳第七輯』
中河与一著『万葉の精神』
「国語」の文芸性
赤人の短歌二首
森本治吉著『万葉集の芸術性』
実方沽若『香川景樹』
藤森朋夫薯『脚夬冬岡』
『赤光』の自選歌1
12年10月
解
樮
13年2月
14年5月
文芸研究(7D
俳句研究(39の9)
耿田語文(2)
7
16年2月
18年1月
18年3月
節と赤彦
(教育出版セソター)
題
22年打
22年月
日本文学と英女学
(教育出版七ンター)
22年5 打
掲斡誌
掲技習
23年1~
3月
24年10月
『赤光』の自選耿2
本開唯一「女芸学の解放」批判
一日木艾芸学の前進のためにー
『赤光』に関する調査1.2.3
文
(巻号0叙Ke)
(発行所)
学(5の5)
25年4月
国語特報(1り
化(5 の10)
阿部次郎著『残照』
柿本人麿・山部赤人・伊藤左千夫・木下利玄
く昭和31年4月,東径書房刊『日本詩η欧の鑑賞上』
に改訂再録>
文
国語特報(18)
語(23)国
大学新朋 a9日)
化 a0の 1)交
女
文芸研究(2)
日本文芸の鑑賞詩歌篇
(東径 11 房)
化 a0の 3)
山(2の3)
山(2の4)
学 a5の 5)女
八雲(3の1・2・3)
???
?
82 5 年 1 1 月
2 6 年 1 月
『 三 太 郎 の 日 記 補 遺 』 解 説
2 7 年 4 月 岡 崎 義 恵
「 士 」 長 塚 節 作
2 7 年 1 0 月
2 9 年 3 月
竹 内 敏 雄 教 授 著 『 文 芸 学 序 説 』 を 読 ん で
根 岸 派
2 9 年 3 月
2 9 年 5 月
永 野 為 武 著 『 科 学 の 窓 』
写 生 説 ・ フ ラ ラ ギ ・ 島 木 赤 彦 ・ 斎 藤 茂 吉
2 9 4 F 1 月 気 哉
3 1 年 Ⅱ 月 小 宮 豊 隆
3 2 年 4 月 為 兼 歌 論
' 告
三 太 郎 の 日 記 補
( 角 川 文 庫 X 角 川 書 店 )
3 2 年 5  見
日 本 文 芸 の 鑑 賞 小 説 篇
( 東 径 書 房 )
3 2 年 7 月
交 芸 学
く 昭 和 3 4 年 5 月 , 至 女 堂 刊 『 論 文 の 書 き 方 』 に 再
録 >
写 生 ・ 写 生 文
日 本 文 学 大 辞 典 別 巻
( 新 潮 社 )
交 芸 研 究  a l )
3 2 勺 工 1 0 月
出 版 ニ ュ ー ス ( 中 旬 )
人 と 作 品 現 代 女 学 講 座
書8  ( 明 治
院 )
阿 部 次 郎
( 角 川
人 と 作 品 現 代 交 学 講 座
院 )3  ( 明 治
書
3 2 年 1 2 見
3 3 年 5 月
日 本 交
, 1 ι ,
生
犬 養 孝 著 『 万 葉 の 風 士 』 珊 辺 幸 雄 薯 『 初 期 万 葉 の
世 界 』 青 木 生 子 著 『 日 本 杼 情 詩 論 』
「 三 太 郎 の B 記 」
美 的 理 念 ・ 交 芸 思 想
く 昭 和 3 ↓ 年 5 月 , 至 女 堂 刊 『 論 文 の 書 き 方 』 に 再
録 >
三 太 郎 の 日 記 ・ 左 千 夫 歌 集 ・ 鶏 頭 ・ 俳 諧 師 ・ 士 ・ 長 塚
節 歌 集 ・ 寒 山 落 木 ・ 竹 乃 里 歌 ・ 墨 汁 一 滴
「 日 本 の 女 芸 意 識 」 ( わ が 著 書 を 語 る )
女 芸 研 究 ( 1 の
近 代 日 本 交 学 辞 典
( 束 京
堂 )
哲 学 事 典
( 平
凡
社 )
世 界 百 科 大 事 典 Ⅱ
( 平
凡
社 )
学 辞 典
社 )
3 5 年 6 月
3 5 年 1 2 月
3 6 年 2 月 岡 崎 義 恵
3 6 年 6 月
国 交 学 の 栞
( 寧 楽 書 房 )
解 釈 と 鑑 賞 ( 2 2 の  5 )
3 6 年 7 月 大 塚 保 治
『 三 太 郎 の 日 記 補 避 』 解 説
俳 諧 大 辞
( 明 治
女 芸 研 究 ( 2 7 )
日 販
, 毛
院 )
解 釈 と 鑑 賞 ( 3 3 の  5 )
日 本 女 学 鑑 賞 辞 典 近 代
編 ( 東 京 堂 )
?
?
?
?
??
36年7 打
36年9月
「日木女芸学」論争
く昭和37年12河,至文堂刊『近代文学論争事典』に
再録>
『世界文化と日本文化』の・一部解説
36年10刀大西祝◆
36年10月
37年6月
島木赤彦の書筒(十四通)<資料紹介>
Π乍文・草稿」解説
37年H月岡崎義恵・写生
3伽F6月
40年8月
40年Ⅱ月
ルネウェレックの「批評の諸概念」
『写生の意義』を読んで
岡崎義恵・島木赤彦・写生説・写生文・正岡子規
41年2月
解釈と鑑賞(26の 9)
41年2月
「講演・詔'舌」の一部解説
阿部次郎全集9
(角川書店)
人と作品現代文学講座
1(明治書院)
文芸研究(39)
阿部汰郎 全 で 13
(角川 店)
和歌女学大
(明治書
文芸研究(47)
かつらぎ(37の 8)
現代日本文学大事典
(明治書院)
41年7月
42年3月
42年6月
42年8月
長塚節の人と交学『士』の解説と鑑賞
く前者は昭和50年9打,旺艾社刊『現代日本の名作
10』に]1」:録>
長谷川泉著『近代交学研究法』
激石の「人生論覚え書」<資料紹介>
俳句研究への指標一横沢三郎氏の遺稿集に寄せて・ー
交芸学的研究
9
43年1月岡崎義恵・写生文
"年5月山根巴著『長塚節研究』序艾
朝日新聞 a7日)
国文学(15の 5)
河北新帳(27日)
妬年2月
45年4月
妬年4見村上忠孝著『心境小説論』
「入唐求法巡礼行記」の文芸性
武田庄三郎薯『文学理論叙説』
45年5 打 三太郎の日記補遺
でテ司川匙書X角川書店)
『三太郎の日記補遺』解説
週刊読書人(25日)
文 化(30の 4)
河北新報 a4日)
新潮
(新
必携
社)
日本文学小辞典
潮社)
長塚節研究
(教育出版セソター)
?
??
???
?ー??、
??
???
?
????????
???
1 0
妬 年 1 0 月
妬 年 1 月
4 6 年 3 月
『 美 の 伝 統 』 そ の 他
マ ー ル ホ ル ツ 著 「 文 学 史 と 文 芸 学 」 ( 回 想 ・ こ の 一 冊 )
長 塚 節 の 人 と 作 品 ( 解 説 )
4 8 年 1 2 月
4 9 年 7 月
「 み ち の く の し の ぶ も ぢ ず り ^ 」 の 歌
5 0 年 7 月
「 阿 部 次 郎 集 」 解 説
『 三 太 郎 の 日 記 』 往 釈 〔 佐 々 木 靖 ず 工 と 共 同 凱 筆 〕
「 写 生 説 の 研 究 」 「 写 生 派 歌 人 の 研 究 」 「 写 生 俳 句
及 び 写 生 文 の 研 究 」
『 子 規 全 集 』 全 二 五 巻 ( 講 談 社 版 ) の 刊 行 に よ せ て
写 生 説 ( 現 代 に 生 き る 赤 彦 )
若 杉 態 著 『 長 塚 節 覚 書 』
享 受 ・ 批 評 ・ 解 釈 ( r g 曙 割 肝 究 」 解 説 )
5 0 年 7 月
5 0 年 7 月
5 0 年 1 0 見
5 1 年 2 月
岡 崎 義 恵 博 士 著 作 解 題
( 宝 文 館 出 版 側 )
国 文 学  a 6 の D
長 塚 節 歌 集
( 旺 交 社 文 庫 X 旺 文 社 )
1 0 0 人 で 鑑 賞 す る 百 人 一 首
( 教 育 出 版 セ ソ タ ー )
日 本 近 代 文 学 大 系 3 5
( 角 川 書 店 )
発 表 年 月
昭 和
1 2 年 7 月
Ⅳ 雑
1 5 年 4 月
筆
1 6 年 Ⅱ 月
新 万 葉 集 の 刊 行 に つ い て
日 木 文 芸 学 会 の 設 立
教 師 生 活 の 反 省
標
1 7 年 2 月
学 術 月 報 ( 2 8 の 4 )
1 7 年 6 月
1 9 年 5 月
日 本 文 芸 学 の 動 向
国 民 古 典 観
文 芸 学 的 反 名 ( 時 言 )
仙 台 の 図 書 館 を 語 る
新 文 化 と 伝 統
女 芸 学 の 朋 題 情 況
過 刊 読 書 人  a 4 日 )
信 濃 毎 日 新 剛  a 8 日 )
週 刊 読 書 人 ( 2 7 日 )
2 1 年 7 月
2 2 年 1 月
2 2 年 6 月
題
子 規
( 講
2 3 年 3 月
2 3 年 7 月
掲 載 誌
掲 載 書
集  1 7
社 )
女 芸 の 主 体 性 と 女 芸 学
言 葉 の 美 し さ
( 巻 号 X 瓢 日 )
( 発 行 所 )
文
手 教 育
化  a 7 の 4 )
法 政 大 学 新 朋 ( 5 日 )
学 ( 1 0 の  6 )
学  a 2 の  5 )
1 コ
東 北 大 学 新 聞 ( 2 7 日 )
東 北 大 学 国 文 学 会
誌 ( 4 )
ス  a の 3 )
云 '
東 北 学 生 新 開 ( 2 5 H )
宮 城 学 院 新 聞 ( 2 6 日 )
? ?
? ?? ?
? ?
? ?? ?
? ?
?
? ?
?
別年7月
21年7月
学界展望
「赤光」の杼情精神
26年6月国語教育と文芸学
26午12月
27年8月斎藤茂吉と蔵王山
『二太郎の日記』など
27年10月斎藤茂吉氏と阿部次郎先生
28午H月広瀬河畔の家
30q三4 打
30年7月
31年1月
32年H月
33年12月
子規と槐園゛ル博の会合
虚子・碧梧桐の二高時代
奥羽百文会のこと
自己への誠実と他への誠実
「国文学概論」はどぅあるべきか
日本文芸研究会会帳①
文芸ジャーナル(1日)
34年10月近頃の国文学科
日本文芸研究会会帳⑥
35年10月青菜城址から
Ⅱ
阿部
(羽
群
36年2 打
36年7月
36午7 打
先生の横顔
田書店)
山(7の7)
斎藤茂吉全集月級⑥
店)書(岩 波
時を1丁つ(ことわざ人生論)
36年7月面会日
玉を拾う
昭和文学全集月報圃
(角川書店)
河北新蛾(22日)
河北新報(8日)
河北新報 a7日)
P H P (25)
文学碑.さまざま
36年7月
36年7月
学ど・言吾全}丘
36年8月国語の表記
二Lース.;六ステノレ
滝
36年8月
36年8 打
文
36年8月金華山
うちわ
束北大学国文学科
杜の会会報(4)
来北大学国文学科
杜の会会報(5)
P H P (53)
河北新報(1日)
河北新報(8日)
残衿見舞い
河北新報 a5日)
河北新報(22日)
河北新報(29日)
河北新報(5日)
河北新報 a2日)
河北新報(19日)
河北新報(26日)
?
?
1 2
3 6 年 1 0 月 国 女 学 利 の 今 昔
3 7 年 3 月
3 7 年 1 0 月
長 塚 節 の ふ る さ と
職 業 三 転
3 7 年 1 2 月
3 8 年 1 0 月
幸 ・ 不 幸 ・ 侠 幸
見 学 旅 行 の と と
3 9 年 Ⅱ 月
4 0 年 Ⅱ 月 学 園 近 事
日 本 文 芸 学 の 唱 へ 出 さ れ た 頃
4 1 年 Ⅱ 月 杜 の 会 に つ い て
4 1 年 1 2 月
4 2 年 1 1 河
東 北 大 学 附 属 図 書 館 の 激 石 文 庫
見 学 旅 行 の こ と
4 3 年 稔 月 研 究 室 の 今 昔
東 北 大 学 国 文 学 科
杜 の 会 会 報 ( 6 )
山  a 7 の 3 )
群
東 北 大 学 国 文 学 科
杜 の 会 会 級 ( フ )
4 4 年 9 河 長 塚 節 の 研 究 に つ い て
" 年 稔 月 文 学 部 封 鎖
P  H  P  ( 1 7 5 )
4 5 年 Ⅱ 打 岡 崎 先 生 喜 寿 の 賀
東 北 大 学 国 文 学 科
杜 の 会 会 報 ( 8 )
4 6 年 1 0 月
4 6 年 Ⅱ 月
東 北 大 学 国 女 学 科
杜 の 会 会 帳 ( 9 )
東 北 大 学 国 艾 学 科
杜 の 会 会 蛾 a の
東 北 大 学 国 文 学 科
杜 の 会 会 蛾 a D
日 本 古 書 通 信 ( 3 1 の 1 2 )
東 北 大 学 国 文 学 科
杜 の 会 会 帳  a 2 )
東 北 大 学 国 文 学 科
杜 の 会 会 報  a 3 )
こ と ぱ に み る 明 治 文 学
4 7 年 Ⅱ 月 鈎 取 の 里
今 年 の 旅
4 8 年 Ⅱ 月 南 の 島 国 か ら
4 9 年 5  見
4 9 年 8 月
4 9 年 1 0 月 イ ソ ド ネ シ フ 古 美 術 の 印 象
文 化 交 流 を 忘 れ る な
イ ソ ド ネ シ ア の 古 典 劇
長 塚 節 の 人 間 と 芸 術
( 教 育 出 版 セ ソ タ ー )
東 北 大 学 国 女 学 科
帳  a り会 会
杜 の
東 北 大 学 国 女 学 科
報  a 5 )会 会
杜 の
河 北 新 報 ( 2 4 日 )
河 北 新 報 ( 2 0 日 )
束 北 大 学 国 交 学 科
杜 の 会 会 帳 a の
東 北 大 学 国 女 学 利
杜 の 会 会 擢  a 7 )
文 化 ( 3 8 の 1 ・ 2 〔 合 併 〕 )
東 北 大 学 圃 女 学 科
杜 の 会 会 報  a 8 )
朝 日 新 聞 ( 2 9 日 )
49年Ⅱ月川内の新校舎
49年Ⅱ月
50年7月
茂吉と虚子
美文と写生文
50年8月茂吉と晶子
50年Ⅱ月最後の年
歌人クラブ会誌q幻
定本高浜虚子全集
(15)
(毎日新開社)
斎藤茂吉全集(第2次)
月報(32)
(岩波書店)
東北大学国文学科
紅の会会報(2の
13
???????????
